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⑰追
想N
先
妣
疾
革N

親
戚
咸
集N

先
妣
呼C

兒
名B

者
再N

曰
歌
也
歌
也N

先
考
乃
呼A

兒
令A

進N

兒
進
而
不A

能C

復
言B

也N

嗟
乎
經C
二
十
年
之
久j

緝
想C

念
此
事j

恍
然
猶C

其
聲
在p

耳N

歌
者
緝
之
小
字
也N

天
保
辛
丑
七
月
二
十
三
夜N

燈
下
記N

読
み

追
想N

先
妣
疾
革
ま
るN

親
戚
咸
な
集
るN

先
妣
兒
の
名
を
呼
ぶ
は
再
びN

曰
く
歌
也
歌
也
とN

先

や
ま
い

み

考
乃
ち
兒
を
呼
び
て
進
む
を
令
すN
兒
進
み
て
も
ま
た
言
う
能
わ
ず
な
り
、
嗟
乎N

二
十
年
之

う
な
が

久
し
き
を
經
て
も
、
緝
こ
の
こ
と
を
想
念
す
。
恍
然
と
し
て
猶
お
其
聲
耳
に
在
りN

歌
は
緝
之

小
字
也N

天
保
辛
丑
七
月
二
十
三
夜N

燈
下
記N

し
ん
ち
ゆ
う

訳想
い
出
。
母
の
病
が
進
ん
だ
。
親
戚
は
み
な
集
ま
っ
た
。
母
が
私
の
名
を
呼
ぶ
事
再
度
。

歌
や
歌
や
と
。
父
は
す
ぐ
に
私
を
呼
ん
で
進
み
出
る
よ
う
に
う
な
が
し
た
。
私
は
進
み
出
る
も
、

言
う
事
が
で
き
な
い
。
あ
あ
、
二
十
年
の
長
い
時
を
経
て
、
私
は
こ
の
事
を
思
い
出
す
と
、
何

か
心
が
乱
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
声
は
耳
に
残
る
。
「
歌
」
は
、
私
の
子
ど
も
の
頃
の
呼

び
名
だ
。

天
保
十
二
年
七
月
二
十
三
日(

二
十
八
歳)

夜
、
燈
下
で
記
す
。

言
葉

疾
＝
シ
ツ

や
ま
い

革
＝
カ
ク

あ
ら
た
ま
る

咸
＝
カ
ン

み
な

再
＝
ふ
た
た
び

二
度

乃
＝
ス
ナ
ワ
チ

そ
こ
で
や
っ
と

令
＝
ウ
ナ
ガ
シ

再
＝
サ
イ

ふ
た
た
び

想
念
＝
心
に
考
え
思
う

恍
然
＝
コ
ウ
ゼ
ン

ぼ
ん
や
り
し
て
よ
く
見
え
な
い

こ
こ
ろ
が
う
っ
と
り
し
て

小
字
＝
シ
ョ
ウ
ジ

幼
名
、
小
さ
い
と
き
の
名

天
保
辛
丑
＝
天
保
シ
ン
チ
ュ
ウ

天
保

年

歳
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